大正 十二 年 九月 一日の 朝 は、 数日 来の 驟雨 模様の 空 

はね かたち 

が 暴風雨の 空に 変って、 魔 鳥の 翅 のよう な 奇怪な 容 

をした 雲が 飛んで いたが、 すぐ 雨に なって 私の 住んで 

みょうが だに 

いる I 名 荷 谷の 谷間 を搔き 消そうと でもす るよう に 降つ 

て 来た。 私 は 平生の ように 起きて、 子供た ちと 一緒に 

朝飯 を 喫い、 それから 二階へ あがって 机に 向った が、 

前夜の 宿酔の ために 仕事 をす る 気になれな いので、 籐 

の 寝椅子に よっかかりながら、 ガラス 越しに 裏 崖の 草 

藪の 方 を 見た。 漆の 木、 淡 竹、 虎杖、 姫 日向 葵の 葉、 

そうした 木 草の 枝葉が 強い 風に 搔き まわされ、 白い 緦 

のよう な 雨水に 洗われて 物凄かった。 



そくさと 下へ とおりた。 地の 震い は ひどく 小さくな つ 

ていた。 家内 は 土間へ おりて 姉の 児に 下駄 を 履かした 

ので、 私 は 手に していた 末の 児 を その 背に 乗せた。 

家内 は そのまま 出て 住った。 私 は 瓦が 落ち やしない 

かと 思って 出て 往く 一行の 後 を 見送りながら、 土間へ 

おりて 下駄 を 履き、 追つ かける ように 玄関 口へ と 出た- 

家内 は 総門の 左に なった シナ 人の 下宿が 門の 内へ 倒れ 

かかって いる 下 を 通って 街路へ 出、 街路の 向う側、 藤 

寺の 墓地の 垣に 添うて 立って いる 五六 人の 者と 一 緒に 

なった。 私 はや や 心に 余裕が 出来た。 私 は 校長の 家へ 

と 眼 を やった。 校長の 家の 屋根 は 瓦が たくさん 剥げ 落 



ちていた。 私の 眼 は 今度 は 右の 方へ と往 つた。 そこに 

は 家主の 赤い 煉瓦塀が あって 此方との 境 をして おり、 

その上に 一 本の 煙突が あって 平生 店子 を督視 している 

ように 立 つ ている が、 どうした ことか それが 見えない- 

私 は 不思議に 思って 気をつけて 見た。 煙突 は 向う 隣の 

素人 下宿屋の 台所の 屋根に 倒れ 落ちて、 その 屋根 をめ 

りこまして いた。 練 瓦 塀は碎 けて 路 次の 行 詰 を 埋めて 

いた。 私 はいきな り 向う 隣の 非常口の 木戸の 戸 を 開け 

た。 

「有 馬さん、 有 馬さん、 大丈夫で すか」 

と、 間 をお いて 病身な 主人の 声が 台所の 方でした。 



ぐらぐら として その 柱に 当りそう に 動いて いた。 

「さっきの お客さんで すよ」 

家内の 声が する ので ふと 見る と、 家内の 右側に 和智 

君が 黒い 顔 をして 生垣に 寄り かかって いた。 

「お客さん、 足 をけ がして いらっしゃ いますよ」 

和 智君は 私が 家内と 子供 を 下へ 伴れ に 住って いる 間 

に、 二階の 簷 から 飛びお りて 右の 足首 をく じいて いた _ 

「そいつ はいかん、 僕が もんで あげよう」 

私 は 和 智君を 崩れた 煉瓦の 上へ かけさして、 くじい 

た 足首の あたり を 揉んだ。 和 智君は 痛い と 言って 長く 

それ を 揉まさなかった。 



「ここ は 駄目です よ、 どこかへ まいりましょう」 

家内が 私に 言い かけた 時、 また 地が 震うて 来た。 三 

四 人の 者 は 奈良県の 寄宿舎 の 下の 高い 崖の 方へ と 往き 

かけた。 寄宿舎の 庭なら 安全で あると 私 は 思った。 私 

は 和 智君を 後で 迎 いに 住く ことにして、 まず、 子供と 

家内 を 伴れ て往 つた。 その 僅かな 路の間 も 電線に 注意 

したり、 右側の 簷の 瓦に 注意した りした。 

寄宿舎の 庭に はもう 付近の 者が 二三 十 人 も 来て いた _ 

寄宿舎の 屋根の 上に 見えて いた 二 軒の 家 は 崖が 崩れた 

ために、 その 一 方の 家 は簷が 落ちて、 それが 寄宿舎の 

庭へ 落ち 重なり、 その 下に 建って いた 小 使 室 を 潰して 



えた。 火薬の 爆発す るら しい 音 も それに 交って 聞え た。 

私 は それから 東 五軒 町へ 住って 服 部 耕 石 翁 を 見舞い、 

それから 若い 友達と 別れて 寄宿舎の 庭へ 帰った。 そし 

て 夕方に なって、 やっと 〔# 「やっと」 は 底本で は 「やつ 

と 匕 車 を 得て 和 智君を 帰した。 

めしびつ 

私たち は そこで 家内が 持ち出して 来た 飯櫃の 飯 を 

喫って、 不安な 夕飯 をす まし、 筵 二 枚 並べて 敷いた 上 

に 蒲団 を 敷いて 横にな つた。 その 私たちの 傍に は 太 田 

という 漢学者の 一家が 避難して いた。 蠟燭の 灯が 其処 

此処に 燃えた。 

夕暮の 東北の 空 は 真 赤に 焼け 爛れて 見えた。 そして 
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